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我
が
村
は
、
東
通
村
基
本
構
想
に
掲
げ

る
、「
み
ん
な
で
創
ろ
う
住
み
よ
い
村
づ

く
り
」
を
理
念
に
、「
力
あ
る
産
業
を
培

い
、
良
好
な
環
境
を
育
み
、
そ
の
も
と
で

快
適
な
生
活
を
営
み
、
独
自
の
文
化
を
創

り
、
こ
れ
ら
を
も
っ
て
内
外
の
交
流
を
拓

き
、
村
を
活
性
化
す
る
」
を
基
本
と
し
、

原
子
力
発
電
所
と
の
共
生
を
も
っ
て
、
や

す
ら
ぎ
の
あ
る
長
寿
社
会
、
次
世
代
を
担

う
人
づ
く
り
、
良
好
な
環
境
の
も
と
で
の

快
適
な
生
活
向
上
を
目
指
し
、
各
施
策
を

進
め
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
村
民
の

絶
大
な
る
ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
、
着

実
に
行
政
を
進
め
て
参
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
電
力
消
費
地
へ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

供
給
す
る
と
い
う
責
任
と
誇
り
を
持
っ

て
、
昭
和
四
十
年
の
村
議
会
で
の
誘
致
決

議
以
来
、
安
全
性
の
確
保
を
第
一
義
に
国

策
で
あ
る
原
子
力
政
策
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
に
対
し
て
、
一
貫
し
て
協
力
し
て
き
た

も
の
で
あ
り
、
原
子
力
発
電
所
と
の
共
生

を
も
っ
て
、
各
種
産
業
基
盤
、
教
育
、
福

祉
等
の
施
策
を
着
実
に
進
め
て
参
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
大
地

震
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
伴
う
大
津
波
に
よ

る
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、

九
年
が
経
過
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
今
な

お
、
村
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

と
共
に
、
村
政
の
施
策
推
進
に
も
、
大
き

な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

　

東
通
原
子
力
発
電
所
東
北
電
力
一
号
機

に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
前

の
定
期
検
査
に
よ
る
停
止
以
降
、
現
在
も

停
止
中
で
あ
り
ま
す
。

　

東
北
電
力
に
お
い
て
は
、
再
稼
働
の
た

め
、
平
成
二
十
六
年
六
月
に
原
子
力
規
制

委
員
会
に
対
し
て
申
請
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
既
に
五
年
半
以
上
が
経
過
す
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
も
審
査
は
継
続
中

で
あ
り
ま
す
。
東
北
電
力
に
お
い
て
は
、

二
千
二
十
一
年
度
の
工
事
完
了
を
目
指

し
、
そ
の
後
、「
地
域
の
理
解
」
を
得
な

が
ら
、
準
備
の
整
っ
た
段
階
で
の
再
稼
働

を
目
指
す
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
具
体
的

な
再
稼
働
の
時
期
の
見
通
し
は
示
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
東
京
電
力
一
号
機
は
、
平
成
二

十
三
年
一
月
に
本
体
工
事
を
着
工
し
た
と

こ
ろ
で
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
が
発
生
し
、
以
来
、
本
格
工
事
の
開
始

は
見
送
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
り
ま
す
。
東
京

電
力
に
お
い
て
は
、「
二
千
二
十
年
度
を

目
途
に
基
本
的
な
枠
組
み
を
整
え
て
い

く
」
と
し
、
昨
年
八
月
に
は
、
原
子
力
発

電
事
業
に
係
る
共
同
事
業
化
を
目
指
し
た

検
討
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
中
部

電
力
・
日
立
製
作
所
・
東
芝
と
の
四
社
に

よ
る
基
本
合
意
書
を
締
結
し
て
お
り
ま
す

が
、
本
体
工
事
再
開
の
具
体
的
な
見
通
し

は
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

国
策
で
あ
る
原
子
力
政
策
は
、
国
、
事

業
者
、
立
地
地
域
の
信
頼
関
係
な
く
し
て

進
む
も
の
で
は
な
く
、
東
日
本
大
震
災
以

降
の
状
況
は
、「
原
子
力
発
電
所
と
の
共

生
に
よ
る
村
づ
く
り
」
を
掲
げ
る
当
村
に

と
っ
て
憂
慮
す
べ
き
、
当
村
の
存
亡
に
係

る
非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ま
で
半
世
紀
を
か
け
構
築
し
て

き
た
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
か
ね
な
い
な

ど
、
非
常
に
強
い
危
機
感
を
い
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
丹
内
議
長
、

奥
島
原
発
特
別
委
員
長
と
と
も
に
、
二
月

十
二
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
、
東
北
・
東

京
両
電
力
の
社
長
に
対
し
、「
東
通
原
子

力
発
電
所
東
北
電
力
一
号
機
の
早
期
の
再

稼
働
」、「
東
通
原
子
力
発
電
所
東
京
電
力

一
号
機
の
早
期
の
工
事
再
開
」、
そ
し
て
、

「
原
子
力
発
電
所
の
安
全
確
保
と
信
頼
回

復
」、「
原
子
力
災
害
対
策
の
充
実
・
強

化
」、「
立
地
地
域
へ
の
影
響
の
緩
和
」
に

つ
い
て
、
そ
し
て
、
経
済
産
業
大
臣
に
対

し
て
は
、
こ
の
他
に
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
・
原
子
力
政
策
の
推
進
」
に
つ
い
て
、

要
望
書
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
、

村
民
の
悲
痛
な
声
と
、
村
の
現
状
を
訴

え
、
責
任
の
あ
る
対
応
を
頂
く
よ
う
強
く

要
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
む
つ
市
長
、
大
間
町
長
、
六
ヶ

所
村
長
と
と
も
に
、
一
月
二
十
八
日
に
は

青
森
県
知
事
に
対
し
、「
企
業
誘
致
に
お

け
る
立
地
市
町
村
へ
の
配
慮
」、「
核
燃
料

物
質
等
取
扱
税
交
付
金
の
配
分
方
法
の
改

善
」
な
ど
に
つ
い
て
、
二
月
十
八
日
に
は

経
済
産
業
大
臣
に
対
し
、「
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
政
策
の
推
進
」、「
地
域
の
実
情
に
即

し
た
財
政
支
援
を
は
じ
め
と
す
る
施
策
の

実
施
」、「
再
稼
働
へ
の
道
筋
の
提
示
」、

「
新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
の
迅
速
化
」

に
つ
い
て
の
要
請
活
動
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
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